
 

令和８年度第１回筑紫野市立図書館協議会議事録（要点筆記） 

 

開催日  令和８年７月３日（金）１４：００～１６：００ 

開催場所 図書館集会室 

参加者  河井会長、八尋副会長、大谷委員、石橋委員、野口委員、黒葛原委員 

事務局（安樂文化・スポーツ振興課長、栗原係長、中村、中島司書、

下川マネージャー（㈱筑紫ビル管理）、藤原司書（㈱筑紫ビル管理）） 

 

開会 

  

職員自己紹介（事務局） 

 

事務局 当会の委員総数は７名、うち本日の出席委員６名で、過半数以上の出席

のため筑紫野市立図書館設置条例第 14条第２項の規定により、協議会の成立を

報告する。なお、議事録作成の為、録音し、会議規約に基づき要点筆記の議事録

を図書館ホームページで公表する。傍聴者は 1人。これより、会議の進行を会長

にお願いする。 

 

会長 築上町の事例（隈研吾氏設計の図書館）を挙げ、「知の拠点」だけでなく、

多世代が集う「地域の居場所（サードプレイス）」としての図書館機能の重要性

について示唆。 

議事の進行に移る。では、「議案第１号 令和７年度運営報告について」事務局

に説明を求める。 

 

 

事務局 議案第１号 令和７年度運営報告について（説明） 

 

会長 雑誌の休刊や新聞の夕刊廃止といった時代の変化に対し、紙媒体の代わ

りにデジタル版で収集・提供していく等の検討状況はどうか。 

 

事務局 雑誌の休刊時は代替誌を検討しているが、完全に補完するのは難しい。

デジタル化への置き換えは時代の要請として必要性を認識しているが、現時点

では具体的な検討まで至っていない。貴重なご意見として頂戴する。 

 

 



事務局 議案第２号 令和７年度図書館事業報告について（説明） 

 

委員 「司書派遣」について。山家地区のサロンへ派遣したとのことだが、例え

ば他の行政区から申し込みがあった場合も対応は可能か。現在、光が丘地区で公

民館を改修中であり、将来的に地域の交流の場として読み聞かせ等を行いたい

と考えている。高齢化で担い手が減っているため、司書に来てもらって研修等が

できると非常にありがたい。 

 

事務局 山家地区の事例も地元からの要望を受けて調整した経緯がある。図書

館として、読書率向上に繋がる活動はできる限り対応したい。職員の数や日程の

調整は必要だが、前向きに検討するのでぜひ声をかけてほしい。 

 

会長 図書館が直接行く以外にも、図書館が登録ボランティアと地域の要望を

マッチングさせる「世話役」としての機能も果たせるのではないか。 

 

事務局 ボランティアの方々のスケジュール等もあるが、マッチングについて

も今後の課題として検討していきたい。 

 

 

事務局 議題第３号 令和７年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業について

（説明） 

 

委員 学校図書館コーディネーターによる巡回支援は非常に助かっている。阿

志岐小学校では図書予算を増額してもらい、高価な図鑑セットを購入できた。子

供たちは読み聞かせが大好きで、雨の日に 6 年生が 1 年生に読み聞かせをする

光景も見られる。学校規模（大規模・小規模）に応じた読書リーダー育成などの

ニーズに応えてもらえるとありがたい。 

 

委員 セカンドブック事業に従事する学生ボランティアに対し、読み聞かせ等

の事前研修は行っているのか。 

 

事務局 図書館が直接の研修はしていないが、事前資に資料を渡して、学生を取

りまとめる教員が説明等を行っている。学生の役割は受付、誘導、拡大絵本のめ

くり等のサポートが中心であり、読み聞かせ自体はボランティア団体が担当し

ている。 

 



委員 学校での図書委員会活動に、学校司書はどこまで関われているのか。 

 

委員 日常の貸出補助等では深く関わっている。月 1回の委員会活動の時間（6

時間目）は、司書の勤務時間外となる場合もあり、無理のない範囲で調整してい

る。コーディネーターや司書教諭との情報共有・連携は非常にスムーズに行われ

ている。 

 

 

事務局 議案第４号 令和７年度電子図書館運営報告について（説明） 

 

質問疑問点なし。 

 

 

事務局 議題第５号 令和８年度図書館事業計画について（説明） 

 

質問疑問点なし。 

 

 

事務局 議題第６号 令和８年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業について

（説明） 

 

委員 学校での「推し本」プロジェクトにおいて、スポーツ選手だけでなく、先

生方の「推し本」を掲示する取り組み（以前の赴任校での事例）も有効ではない

か。季節に合わせた装飾なども含め、子どもたちの興味を惹く工夫として紹介し

てはどうか。 

 

事務局 貴重な提案として受け止め、スポーツ選手に限定せず、より多様なアプ

ローチや工夫を検討していきたい。学校司書への情報提供も検討する。 

 

 

事務局 議題第７号 令和７年度電子図書館事業計画について（説明） 

 

委員 小中学校での ICT活用が変化し、端末（Chromebook）が「文房具化」して

家庭に持ち帰るのが当たり前になっている。新学習指導要領では「子供が自分の

学びを調整する」ことが重視されており、信頼できる知識源が不可欠。 

インターネット検索のブロック制限や、AI の誤情報の問題を考えると、電子図



書館の本は非常に信頼性が高い。学びを深めたい子供たちの選択肢の一つとし

て、学校での活用促進を念頭に置いた魅力的な選書をさらに充実させてほしい。 

 

事務局 毎年予算を確保し、蔵書の拡充と適宜な選書を行っている。子供たちが

自ら学ぶ際の有効なツールになるよう、いただいた「子供の学びを支える視点」

を貴重なご意見として頂戴する。 

 

 

報告第１号 文部科学大臣表彰について（説明） 

 

質問疑問点なし 

 

報告第２号 通話録音機能の追加について（説明） 

 

質問疑問点なし 

 

報告第３号 移動図書館車夏季運行について（説明） 

 

会長 気温 30度を超える中、外で車を待つ市民の状況を考えると、滞在時間の

短縮は妥当な判断である。 

ただし、時間を半分にしたことでどのような影響が出たか（利用者の反応や不便

さ等）については、データを収集し来年度に改めて報告してほしい。 

 

事務局 実績データや現場の意見をしっかりと聴取し、来年度報告できるよう

に努める。 

 

委員 光が丘地区では公民館の増改築工事が重なり、停車場所の調整（筑紫東小

学校への変更等）で多大な尽力をいただいたことに感謝する。工事期間が延びる

可能性もあるため、今後も状況に合わせた柔軟な配慮をお願いしたい。 

 

 

会長 その他、事務局から何かあるか。 

 

事務局 なし。 

 

会長 では、これで進行を事務局にお返しする。 



 

事務局 最後に安樂文化・スポーツ振興課長兼図書館長より挨拶する。 

 

館長挨拶  

 今年度、当館が文部科学大臣表彰を受賞できたことは、市の職員、委託先の

職員、そしてボランティアの皆様一人ひとりの頑張りが結実した結果であり、

館長として非常に誇らしく感じている。受賞をゴールとするのではなく、賞に

恥じない図書館であり続けるための「通過点」と捉えている。これからも市民

の皆様にとってさらに良い図書館となるよう、全力を尽くしていく。 

 

連絡事項、閉会 


